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一般会計
平成4年度一般会計予算収入支出状況調

収入　　（平成4年9月30日現在）　（単位：千円）

汝　　　　　　　 別 予 算 現 額 収　 入　 額

1 ．町　 税 925，295 469 ，979

2 ．地方譲与税 137，900 30 ，541

3 ．利子割交付金 33，300 13，496

4 ．特別地方消費税交付金 900 0

5 ．自動車取得税交付金 35，550 13，718

6 ．地方交付税 2，624，000 2，101，383

7 ．交通安全対策特別交付金 3，200 1，712

8 ．分担金及び負担金 71，229 28，530

9 ．使用料及び手数料 43，862 22，020

10 ．国庫支出金 513，165 84 ，863

11．県支出金 250，159 12 ，775

12 ．財産収入 54，166 25，674

13 ．寄附金 2，224 2，420

14 ．繰入金 282，040 0

15 ．繰越金 50，559 0

16 ．諸収入 101，589 23 ，907

17 ．町　 億 451，617 0

合　　　　　　　　　　 計 5，580，755 2，831，018

支　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

款　　　　 別 予 算 現 額 支　 出　 額

1 ． 議 会 費 11 1 ，46 3 50 ，8 39

2 ． 絵 務 費 8 9 3 ，89 5 4 23 ，6 6 4

3 ． 民 生 費 8 5 0 ，98 4 2 9 1 ，46 3

4 ．衛 生 費 3 23 ，7 90 14 1 ，4 2 7

5 ．労 働 費 7 ，79 9 7 ，0 3 1

6 ． 農 林 水 産 業 費 45 1 ，164 10 7 ，00 6

7 ． 商 工 費 11 7 ，24 3 8 3 ，9 13

8 ． 土 木 費 5 87 ，67 5 10 8 ，6 69

9 ． 消 防 費 2 76 ，50 0 114 ，75 7

10 ． 教 育 費 1 ，16 1 ，49 5 24 6 ，5 4 1

11 ． 災 害 復 旧 費 11 3 ，89 4 4 5 ，9 91

12 ． 公 債 費 6 7 9 ，89 9 32 9 ，3 59

13 ． 諸 支 出金 2 0

14 ． 予 備 費 4 ，95 2 0

合　　　　 計 5 ，5 80 ，7 5 5 1 ，95 0 ，6 60

収 入 支 出差 引残 高 8 80 ，35 8

広報おおつち4・12・5　　　巨］



町有財産調（平成4年9月30日現在）
1．町有財産
区　　　　 分 数　　 量

土　　 地 18 ，25 9 ，6 72 m Z

建　　 物 66 ，26 2 m Z

立　　 木 14 4 ，3 42 m Z

有 価 証 券 、 その 他 1 28 ，0 1 2千 円

2．基金の現在高

平成4年度町税の徴収状況調
（平成4年9月30日現在）　　　（単位：千円）

税　　　　　 目 予 算 額 調 定 額 収 入 済 額

1 ．町 民 税 4 4 6 ，0 49 ． 4 52 ，18 1 17 7 ，79 8

2 ．固 定 資 産 税 39 2 ，7 8 6 4 26 ，3 2 2 2 42 ，8 59

3 ．軽 自動 車 税 14 ，2 43 15 ，2 10 12 ，8 9 3

4 ．町 た ば こ税 71 ，3 33 36 ，0 17 36 ，0 17

5 ．鉱 山税 58 1 2 58 23 3

6 ．特 別 土 地 保 有 税 3 03 1 ，38 7 17 9

合　　　　　 計 9 2 5 ，29 5 9 3 1 ，3 75 4 69 ，9 7 9

く吉里吉里中学校改築工事

平成4年度税予算等から見た町民免租の状況

町　　　　　　　　 税 町　　　 予　　　 算

予算額 町民一人 一世帯当 予算額 町民一人 一世帯当
当りの負 りの負担 当 りの負 りの負担
担額 額 担額 額

千円 円 円 千円 円 円

925，295 47 ，260 154 ，9 13 5 ，580 ，755 285，038 934 ，330

※人口（19，579人）および世帯数（5，973世帯）は平成4年9月30日
現在の住民基本台帳による。

（単位：千円）

区　　　　　　　　　 分 金　　 額

財 政 調 整 基 金 22 8 ，2 09

国 民 健 康 保 険財 政 調 整 基 金 10 ，1 25

ふ る さ とづ く　り基 金 2 2 ，85 6

減 債 基 金 58 3 ，4 53

人 材 育 成 基 金 5 6 ，3 70

土 地 開 発 基 金 4 2 ，5 83

水 田 農 業 確 立 特 別 対 策 基 金 3 ，9 36

郷 土 館 建 設 基 金 8 1 ，105

福 祉 基 金 4 6 ，60 5

国 民 年 金 印 紙 購 入 基 金
現 金 4 ，1 29

印 紙 87 1

収 入 証 紙 購 入 基 金
現 金 18 2

証 紙 318

・高 齢 者 等 貸 付 牛 購 入基 金
現 金 5 9 1

貸付牛 11 ，6 4 5

国 民 健 康 保 険 高 額 療 養 資 金
貸付 基 金

現 金 4 ，0 6 1

貸付金 1 ，139

奨 学 資 金 貸 付 基 金
現 金 10 ，6 5 5

貸付金 13 ，0 38

回　　　広報おおつち4．1Z．5
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平成4年度特別会計予算収入支出状況
（平成4年9月30日現在）

収　入　　　　（単位：千円）

会　 計　 名 予 算 現 額 収　 入　 額

国 民 健 康 保 険 1 ，38 1 ，6 9 6 4 2 8 ，19 1

老　 人　 保　 険 1 ，0 6 1 ，4 30 4 5 4 ，55 0

簡 易 水 道 事 業 89 ，10 1 10 ，6 32

学　 校　 給　 食 104 ，6 60 5 2 ，4 6 2

下 水 道 事 業 22 ，3 68 0

合　　 計 2 ，65 9 ，25 5 9 4 5 ，8 3 5

支　出　　　　（単位：千円）

会　 計　 名 予 算 現 額 支　 出　 額

国 民 健 康 保 険 1 ，38 1 ，6 9 6 4 6 2 ，0 4 1

老　 人　 保　 険 1 ，0 6 1 ，4 3 0 5 0 1 ，9 6 2

簡 易 水 道 事 業 8 9 ，10 1 1 3 ，7 3 5

学　 校　 給　 食 10 4 ，6 6 0 4 0 ，8 1 5

下 水 道 事 業 2 2 ，36 8 3 ，3 6 1

合　　 計 2 ，65 9 ，2 5 5 1 ，0 2 1 ，9 1 4

水道事業会計（公営会計）

1．経営の概要

（り平成4年度水道事業会計予算収入支出状況
（平成4年9月30日現在）

ア．収益的収入および支出
収　入　　　（単位：千円）

款　　 別 予算現計 収 入 額

水道事業収益 202 ，6 18 90 ，367

イ．資本的収入および支出
収　入　　　（単位：千円）

款　　 別 予算現計 収　 入 額

資 本 的 収 入 27，8 57 0

支　出　　　（単位：千円）

款　　 別 予 算 現 計 支　 出　 額

水 道 事 業 費 用 19 8 ，5 8 0 7 0 ，4 0 6

支　出　　　（単位：千円）

款　　 別 予 算 現 計 支　 出 額

資 本 的 支 出 7 1 ，32 9 9 ，6 1 9

2．事業の概要
建設工事の概要（平成4年9月30日現在）

（単位：千円）

工　　　　　　 事　　　　　　 名 工 事 費 業　 者　 名

金 沢 簡 易 水 道 施 設 整 備 事 業 （第 1 区 ） 1 4 ，4 2 0 日 本 水 道 ㈱

J／　　　　　 （第 2 区 ） 4 ，9 4 4 ㈲ 岩 間 建 設 工 事

上 水 道 第 三 次 拡 張 事 業 配 水 管 布 設 工 事 （柾 内 地 区 ） 18 ，7 4 6 ㈲ 富 士 水 道

新 港 町 地 区 配 水 管 布 設 工 事 5 ，1 5 0 ㈲ 荒 屋 タ イ ル 店

吉 里 吉 里 地 区 国 道 4 5 号 線 縦 断 配 水 管 布 設 工 事 7 ，9 3 1 ㈲ 小 林 水 道

大 町 6 号 線 配 水 管 布 設 工 事 1 ，3 8 0 ㈲ 富 士 水 道

満 期 量 水 器 取 替 （第 1 区 ） 工 事 1 ，0 8 5 ㈲ 三 浦 設 備 工 業 所

／／　　 （第 2 区 ） 工 事 1 ，18 4 ㈲ 荒 屋 タ イ ル 店

上 町 1 号 線 配 水 管 布 設 工 事 2 ，8 8 4 ㈲ 小 林 水 道

特
別
会
計

（2）固定資産調　（単位：千円）

資 産 の 種 類 金　 額

土　 地 10 ，074

建　 物 78 ，787

構 築 物 1 ，0 07 ，503

機 械 及 び装 置 2 98 ，8 58

車 輌 運 搬具 4 ，06 3

工 具 ・器具 及 び備 品 7 ，789

建 設 仮勘 定 4 23

電 話 加 入権 99

計 1 ，4 07 ，596

▼安定した水供給のための水道工事

広報おおつち4・12・5　　　巨］
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黒澤友吉町長から表彰状と記念品が贈られまLた

平
成
四
年
度
大
槌
町
自
治
功
労
者
表
彰
式
が
十
一
月
二
十
一
日
、

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
地
方
自
治
功
労
、
教
育
功
労
、
産
業
功

労
、
民
生
功
労
、
消
防
功
労
、
公
益
功
労
の
三
十
二
人
に
対
し
て
、

黒
澤
友
吉
町
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
四
年
度
の
自
治
功
労
表
彰
は
、

昭
和
六
十
一
年
の
実
施
以
来
六
年
ぶ
り

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
内
容
は
、
自
治
功
労
関
係
で
は

議
会
関
係
者
十
人
、
行
政
連
絡
員
五

人
、
納
税
組
合
二
人
、
教
育
功
労
は
学

校
医
一
人
、
産
業
功
労
五
人
、
民
生
功

労
一
人
、
消
防
功
労
七
人
、
公
益
功
労

一
人
で
し
た
。

式
典
は
、
出
席
者
全
員
で
町
民
憲
章

を
唱
和
、
町
民
歌
を
斉
唱
し
、
黒
澤
町

長
が
　
「
皆
さ
ん
は
各
分
野
に
お
い
て
他

の
模
範
と
な
り
、
社
会
に
貢
献
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま

す
。
今
後
も
そ
の
豊
富
な
識
見
、
経
験

を
生
か
し
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述

べ
、
受
賞
者
一
人
一
人
に
賞
状
と
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
田
中
書
石
工
門
町
議
会
議

長
と
山
崎
門
一
郎
県
議
会
議
員
が
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
阿
部
武
太
郎
さ

ん
が
　
「
き
ょ
う
の
受
賞
は
身
に
余
る
光

栄
、
こ
れ
も
皆
様
方
の
あ
た
た
か
い
指

導
に
よ
る
も
の
で
す
。
き
ょ
う
を
契
機

に
今
後
よ
り
一
層
努
力
い
た
し
ま
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。
（
敬
称

略
）▽
地
方
自
治
功
労
者

田
中
書
右
工
門
（
町
議
会
議
長
）
岩

崎
高
次
（
町
議
会
副
議
長
）
佐
藤
勝
太

郎
（
町
議
会
議
員
）
阿
部
山
恵
造
（
同
）

阿
部
佑
吉
（
同
）
菊
池
栄
一
（
同
）
佐

々
木
栄
作
（
同
）
鳩
岡
茂
美
（
同
）

三
ケ
尻
敏
郎
（
前
町
議
会
議
員
）
阿

部
照
義
（
同
）

白
沢
弁
郎
（
町
行
政
連
絡
員
協
議
会

長
）
佐
々
木
力
蔵
（
行
政
連
絡
員
）
三

浦
亀
治
（
同
）
関
千
枝
子
（
同
）
山
崎

六
郎
（
同
）

三
浦
幸
平
（
納
税
貯
蓄
組
合
長
）
越

田
市
太
郎
（
同
）

▽
教
育
文
化
功
労
者

山
崎
正
智
（
学
校
医
）

▽
産
業
功
労
者

阿
部
弥
石
工
門
（
元
町
農
業
委
員
）

白
沢
稔
（
前
町
農
業
委
員
）
里
舘
華
道

（
前
漁
協
監
事
）
行
川
誠
二
　
（
元
漁
協

理
事
）
岩
間
孝
七
（
商
工
会
副
会
長
）

▽
民
生
功
労
者

佐
々
木
利
男
（
町
火
葬
場
作
業
員
）

▽
消
防
功
労
者

煙
山
佳
成
（
消
防
団
副
団
長
）
芳
賀

寛
治
（
同
）
菊
池
衝
（
消
防
団
本
部
長
）

東
梅
武
保
（
消
防
団
分
団
長
）
佐
々
木

正
男
（
消
防
団
副
分
団
長
）
前
川
紀
博

（
前
消
防
団
分
団
長
）
行
川
久
哉
（
同
）

▽
公
益
功
労
者

阿
部
武
太
郎
（
国
民
年
金
保
険
料
納

入
組
合
連
合
会
長
）

岩手県民手帳・能率手帳

県民手帳　　　　　　　　　　　能率手帳

□表紙色／アイボリー　　　　ロ表紙色／黒

ロサイズ／14×7．2cm　　　　　ロサイズ／14×9cm

定価400円　　　　　　　　　定価600円

申し込み・役場企画商工課企画係℡42－2111内線213
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〕エイズはHIV（ヒト免疫

不全ウイル刀というウイ

ルスによって引き鱒これる

緋です

質問警≡言≡三：：三三三三：‡
か。

璧誉　‾－一　　ニー　∴▲、

感染して抗体ができるのは、6～8

週間後といわれています。抗体がで

きるのが遅れる場合も考えれば、3

か月たって検査を受ければいいとさ

れています。さらに6か月後にも検

査をしてみて陰性ならまず大丈夫で

す。

質問讐≡≡罠‡≡ごニニ三笠；
か。

解答芸孟芸芸芸讐讐孟‡、言さ芸
きな病院では院内でやっていること

もあー）ますが、一般の医院でも検査

センターに依頼しています。関係の

ない人たちが見ることがないように

検査結果は特別に封筒に入れて医療

機関に返ってきます。また、保健所

ならどこでも検査は受けられます。

【釜石保健所は、毎月第1・3火曜

日に行っています。料金は2．490円

です。エイズ検査の問い合わせは、

釜石保健所保健予防課（℡25－2702）

まで。】

質問票≡芸≡ど…ご芸這≡㌘≡
うすればいいのでしょうか。

解答諾讐琵三等賢孟芸芸芸言霊
通1～2週間くらいでわかります。

結果は本人に直接お知らせLますの

で安心してください。

質問票≡羞三三三三≡、芸≡三雲
しょうか。

軋誉、∴　●　－　－

りません。ウイルスがおとなしくし

てい才Lば、発病はしません。症状が

なくてもウイルスの活動性が高くな

ればこれを抑える薬がありますの

で、発病を遅らせることができるよ

うになりました。また、療養生活の

しかたも工夫されています。つま

F）、早期治療が必要だということで

す。

あなたがHIVに感染していなか

ったら、次のような特定のパートナ

ー以外の人とのセックスは避けまし

ょう。

①コンドームを使わない性交

②コンドームを使わないオーラル

セックス

③肛門性交

④性器具の共用

あなたがHIVに感染していたら

他人にうつさないようにしましょう。

①コンドームを使わない性交はし

ない

②注射針の共用はしない

③血液・臓器などの提供はしない

④精液・母乳を提供しない

⑤妊娠はできるだけさけることが

望ましいが、子どもを望む場合

は医師と相談する

エイズという病気の正体を正しい

知言裁で、正しくとらえ、正しく対処

していれば、十分予防できる病気で

す。こわいのは、正しい知識がない

ことによる感染です。（おわり）



平成4年2月29日現在累積

日本㌔ィズ患者458人、川V感染者2，008人

今から7年前の1985年、日本に初めてエイズが上陸しました。
その2年後の87年には、日本人女性がエイズで死亡して社会に大きな
衝撃を与えました。
その後もエイズは確実にふえつづけています。
エイズについて、誤った知識をもっている人も多く、昨年末、米バス
ケット花形選手ジョンソンが自ら「私はエイズに感染している」と発表
し■、米国民に大きなショックを与えたことは記憶に新しいことです。
世界で初めてエイズ患者が発見されたのは1981年。

10年を経過した今、偏見や誤解をなくしたエイズ予防が必要です。

質問プ主ご芸誓芸芸：≡言£ニ

解答ごご孟完要望ら漂立志三
くさん残っていて、ひどい症状は出

ません。ウイルスは時間をかけて体

の中で増えていきますから、体の抵

抗力が全部破壊されるまでにはかな

りの時間がかかります。8年から10

年で発病する人が約50％といわれて

います。

質問…ニ…ニ≡芸器三三、のは

W答　∴　∴．
やすい“人間の行為，，があるという

ことです。世界の感染者の75％は異

性間のセックスが原因だとわかって

います。感染の要因があれば、だれ

でもうつる可能性があるわけで、特

殊な病気ではなく、“普通の人がかか

る普通の病気”と考えてください。

巨］ 広報おおつち　4．12．5

質問芸」‡E這ニュ三≡≡≡≡
のでしょうか。

解答て三豊妄言妄：ニ芸‘ミ云言
Ⅴ保有者）の血液・精液などに含ま

れていますから、これらが直接身体

の中に入れば感染する可能性があり

ます。

質問票芸；≡讐≡忘≡≡三二三・
に感染するのでしょうか。

鮮誉．・一　．．‾二

が使用したものであればその危険性

があー）ます。

質問
洋式の便座で感染者の利用

後に座っても安全でしょう

か。また、電車の吊り皮や手すり、

プールやお風呂、食器からの感染も

心酉己です。

解答志芸完ごゞ≡芸よ；芸∴芸芝
目常生活で感染する可能性はありま

せん。便座に限らず、お風呂や70－

ル、吊r）皮、手すりなどからは感染

しません。

質問こ三£誌㌘100％安全と

甘答　．．．．－
であることが、多くの研究で明らか

になっています。ただ、コンドーム

も正しい使い方をしてください。例

えば直前につけるのではなく、性行

為の初めから終わりまでつけておく

ことが必要です。

質問
咳やくしゃみ、キスなどで

うつることがありませんか。

解答≡三て警警票：警警冨芸豊
明されています。しかし血液に比べ

るとウイルスの濃度が非常に薄いの

です。バケツ3杯くらいの唾液を一

度に飲まないとうつる量にはなr）ま

せん。

、・■
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固
定
資
産
税
は
、
毎
年
一
月
一

日
　
（
　
「
賦
課
期
日
」
　
と
い
い
ま

す
。
）
現
在
で
、
土
地
、
家
屋
、

償
却
資
産
（
こ
れ
を
総
称
し
て
「
固

定
資
産
と
い
い
ま
す
。
）
を
所
有

し
て
い
る
人
が
、
そ
の
固
定
資
産

の
価
格
を
も
と
に
算
定
さ
れ
る
税

金
を
そ
の
固
定
資
産
の
所
有
す
る

市
町
村
に
納
め
る
税
金
で
す
。

固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
に
つ

い
て
は
、
償
却
資
産
の
所
有
者
が

毎
年
一
月
一
日
現
在
の
償
却
資
産

の
状
況
を
一
月
三
十
一
日
　
（
当
日

が
休
日
の
場
合
は
前
日
）
ま
で
に

申
告
し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
に
基

づ
き
、
毎
年
評
価
し
、
そ
の
価
格

を
決
定
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
　
の

申
告
受
付
の
日
程
は
下
記
の
と
お

り
で
す
の
で
、
忘
れ
な
い
で
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場

税
務
課
資
産
税
係
（
℡
4
2
－
2
1

土
地
お
よ
び
家
屋
以
外
の
事
業
（
工

場
・
商
店
・
農
業
・
漁
業
な
ど
を
営
ん

で
い
る
会
社
や
個
人
）
の
た
め
に
使
用

す
る
機
械
・
器
具
・
備
品
な
ど
を
い
い

ま
す
。
そ
の
内
容
を
例
示
し
ま
す
と
、

①
構
築
物
（
煙
突
、
鉄
塔
、
岸
壁
な
ど
）

②
機
械
及
び
装
置
（
旋
盤
、
ポ
ン
プ
、

動
力
配
線
設
備
、
大
型
特
殊
自
動
車
な

ど
）
③
船
舶
④
工
具
、
器
具
、
備
品

（
測
定
工
具
、
机
、
椅
子
、
ロ
ッ
カ
ー

な
ど
）
な
ど
の
事
業
用
資
産
で
す
。

な
お
、
自
動
車
・
原
動
機
付
自
転
車

の
よ
う
な
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の

対
象
と
な
る
も
の
は
、
償
却
資
産
の
範

囲
か
ら
除
か
れ
ま
す
。

資
産
の
内
容
が
前
年
度
と
同
じ
で
も

申
告
は
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

1
1
内
線
1
6
5
）
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

固定資産税（嘩却資産）の申告受付日程
□申告受付期間　平成5年1月4日（月）～1月30日

□集中申告受付

平成5年1月18日（月）午前9時30分～3時

1月19日（火）午前9時30分～10時

／／　　　　午前10時30分～11時30分

／／　　　　午後1時30分～2時

／／　　　　午後2時30分～3時30分

※上記以外の日は、税務課資産税係の窓口で。

（土）

役場町民重

金沢支所

安i度分館

赤浜分館

吉里吉里分館

忘
祝

健康で安全な出稼ぎのために

「出稼労働者手帳」と！
出稼ぎによる労働条件の不満、労働災害、賃金不払
などの問題がおきています。
このような問題を早期に解決するためにも、必ず公

共職業安定所の紹介を受けてからの就労と町の出稼ぎ
相談所で「出様労働者手帳」の交付を受けて、出稼ぎ

互助会に加入しましょう。
量出稼ぎ互肋会に加入できる方
・町内に居住し、住民登録している方

・1ケ月以上1年未満の間、居住地を離れ他に雇わ
れて就労する方

¢万一の場合の見舞金
死亡見舞金
遺族旅費
疾病見舞金
火災見舞金
重度障害見舞金
治療証明書交付手数料

500，000円

8，000円～30，000円

30，000「一90，000円

100，000円
200，000円
2，000円

・その他、賃金不払いの場合には不払い賃金の8割
を立て替えます（限度額7万円）

碁会　費　800円（1年分）
¢有効期間　加入の手続きをした日から1年間有効
合間い合わせ　役場企画商工課（℡42－2111内線215） 健庫で安全な出稼ぎは家族の願し

□
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
　
の
申
告
受
付
始
ま
り
ま
す

広報おおつち4．12．5　　　匝］
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平成5年1月1日から

戸籍手数料ガ変ります
戸籍手数料令の一部改正により、戸籍謄抄本などの交付手数料が平成
5年1月1日から改定されます。

申　　 請　　　 内　　 容 手　 数　 料　 額

①戸籍の謄抄本 1 通　 3 0 0 円⇒4 0 0 円

②除籍の謄抄本 1通　 5 0 0 円⇒7 0 0 円

③戸籍に記載した事項に関する証明 証明事項 1件　2 0 0 円⇒3 0 0 円

④除籍に記載した事項に関する証明 証明事項 1件　3 0 0 円⇒4 0 0 円

⑤届出 ・申請の受理又は届書その他 1 通　 2 0 0 円⇒3 0 0 円
の書類の記載事項の証明書

⑥上質紙を用いた受理証明書 1 通 1 ，0 0 0 円　　⇒1 ，3 0 0 円
（婚姻 ・離婚 ・養子縁組 ・養子離縁
又は認知の届出）

⑦届書その他の書類の閲覧 書類 1 件　2 0 0 円⇒3 0 0 円

平
成
五
年
1
月
四
日
か
ら

平
成
五
年
度
、
六
年
度
（
二
ケ
年
）

の
町
営
建
設
工
事
入
札
参
加
資
格
申
請

書
（
指
名
願
）
を
、
平
成
五
年
一
月
四

日
か
ら
受
け
付
け
し
ま
す
。

町
か
ら
の
工
事
発
注
を
希
望
さ
れ
る

業
者
の
方
は
一
、
「
指
名
願
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
書
類
　
①
入
札
参
加
資
格
申
請

書
（
様
式
二
号
）
②
許
可
証
明
書
③
代

表
者
身
元
証
明
書
（
個
人
）
④
営
業
所
一

覧
表
⑤
工
事
経
歴
書
⑥
納
税
証
明
書
⑦

主
要
取
引
金
融
機
関
名
⑧
経
営
事
項
審

査
中
請
書
の
写
し
⑨
希
望
す
る
工
事
種

別
直
前
二
年
間
の
年
間
平
均
完
成
工
事

高
⑲
技
術
者
経
歴
書
⑪
営
業
用
機
械
器

具
調
書
⑫
建
設
業
退
職
金
共
済
組
合
加

入
履
行
証
明
書
⑬
協
定
書
（
共
同
企
業

体
）
⑭
経
営
規
模
等
総
括
表
⑮
使
用
印

鑑
届
書

●
提
出
部
数
一
部

●
受
付
期
間
　
平
成
五
年
一
月
四
日
～

二
月
二
十
八
日

●
受
付
場
所
　
大
槌
町
役
場
財
政
課

※
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
財
政
課
（
℡

4
2
－
2
1
1
1
内
線
2
4
1
－
2
4
4
）

ま
で
ど
う
ぞ
。

町からの工事発注希望業者は「指名願」を

標準価格米および徳用価格米の
小売指導価格のお知らせ

主食用米穀の小売価格は、標準価格米および徳用価格米の小売指

導などが設定されており、平成4年11月1日より次のとおりになっ
ています。

1．標準価格米（精米正味10kg当たり・包装代含む）

3，885円（税抜価格　3，772円）
2．徳用価格米（精米正味10kg当たり・包装代含む）

3，490円（税抜価格　3，388円）

匝］　　広報おおつち4・1Z・5







昭和39年4月から昭和44年4月までN H Kテレビで放映された人形劇「ひょっこ

りひょうたん島」をご存じですか。昭和30年代生まれの方々は、懐かしく思われ

るのではないでしょうか。その当時、今と違って一家に一台テレビがある時代でな

一く、隣近所にテレビを見に出かけていった方もいらっしゃるのではないでしょうか。

今まで泰浜の弁天様が、「ひょっこりひょうたん島」のモデルと思っていたら、

何と日本全国に5か所もあるとラジオで聞きビックリ。

早速、全国の「ひょっこりひょうたん島」のある市町村に連絡して写真や地図を

送ってもらいました。

ドンガパテョ、トラヒゲ、サンデー先生はどこに……。

岩手県・大槌町
ほうらいじま

島の名は蓬莱島。島の頂上にあるお堂には弁天様が

祀られているので、弁天島とも俗称きれており、その

昔は三五島（珊瑚島）とも呼ばれていた。周囲160m、

面積0．125ha。

元文3年（1738年）の3月南部33代の殿様利視公が

海岸巡視の船出し湾内を一周した際、この島の遠景を

誉め、それ以来蓬莱島と呼ばれる・ようになった。

赤浜から蓬莱島までの防波堤は全長430m、昭和30

年に漁港改修工事の一環として完成。

また、灯台は、昭和28年12月に設置された無人灯台

です。

／1

r、　　　∴鰍八丈町■∵1

．＿・＿＿．．■†・・■■、．・∴■‾、・≠

諷ジ丁－＜　へ、
ヽ、一′
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折笥票警票竿芋蔓若HJ＿l甘　　　　　　二　こl剖三l

大
槌
町
主
催
の
町
政
懇
談
会
が
、
五
日
間
五
会
場

（
十
一
月
五
日
桜
木
町
地
区
・
桜
木
町
集
会
所
、
十

三
日
沢
山
地
区
・
沢
山
自
治
集
会
所
、
十
七
日
白
沢

地
区
・
白
沢
集
会
所
、
十
八
日
源
水
、
大
ケ
ロ
地
区

・
大
ケ
ロ
多
目
的
集
会
所
、
十
九
日
安
渡
地
区
・
安

渡
分
館
）
で
そ
れ
ぞ
れ
午
後
七
暗
か
ら
開
か
れ
、
延

べ
二
百
八
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

町
政
懇
談
会
は
、
豊
か
さ
と
潤
い
を
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
直
接
住
民
の
皆

さ
ん
か
ら
町
政
に
対
す
る
意
見
や
提
言
を
聴
ぎ
、
今

後
の
町
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
か

れ
た
も
の
で
す
。

各
会
場
と
も
地
元
の
方
に
司
会
を
お
願
い
し
、
町

側
か
ら
は
、
町
長
、
助
役
、
収
入
役
、
教
育
長
を
は

じ
め
、
各
課
長
ら
が
出
席
。
予
定
時
間
二
時
間
の
中

で
、
地
域
の
道
路
や
排
水
な
ど
の
基
盤
整
備
の
課
題

や
下
水
道
事
業
な
ど
の
潤
い
の
あ
る
環
境
整
備
な
ど
、

熱
心
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

提
言
や
意
見
は
、
担
当
課
ご
と
に
検
討
し
、
あ
る

い
は
調
査
し
町
政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

高
嶺
′
■
亨
韮

∪
ニ
・
　
三

予
韮

御社地の石碑で拓本の取り方を学習
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▲地域の課題についていろいろな提言や意見

▼が出されました

（上・沢山地区、下■安渡地区）

ト地元の方に司会をお願いし　　　　　タt

（源水・大ケロ地区）

大
槌
町
教
育
委
員
会
（
千
葉
康
郎
教

育
長
）
主
催
の
高
齢
者
生
き
が
い
セ
ミ

ナ
ー
の
学
習
の
一
つ
と
し
て
「
拓
本
の

取
り
方
」
　
の
実
施
講
習
会
が
十
一
月
九

日
、
御
社
地
の
石
碑
を
利
用
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
町
文
化
財
保

護
委
員
の
藤
原
平
三
さ
ん
と
佐
々
木
巌

さ
ん
を
講
師
に
行
わ
れ
、
参
加
し
た
受

講
者
は
、
石
碑
に
紙
を
張
り
、
墨
を
含

ま
せ
る
細
か
い
作
業
に
真
剣
な
表
情
で

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
お
年
寄
り
た
ち

に
健
康
で
生
き
が
い
を
持
ち
、
心
豊

か
に
生
き
生
き
と
楽
し
く
学
習
し
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
九
月
か
ら
行
わ

れ
て
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
牛
乳
パ
ッ
ク

を
利
用
し
て
の
花
瓶
づ
く
り
、
押
し
花

絵
づ
く
り
な
ど
七
回
が
実
施
さ
れ
て
い

1

－

ノ

．

熱心に学習する受講者

ま
す
。
今
後
、
昔
話
を
聞
く
会
、
法
話

を
聞
く
会
、
郷
土
料
理
の
三
回
の
学
習

会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
生
八
十
年
時
代
を
生
き
が
い
の
あ

る
も
の
に
す
る
に
は
、
自
ら
学
ぼ
う
と

す
兎
こ
と
が
大
事
な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。



歯
が
馴
鹿
で
器
本

∴
－
．
．
　
　
　
　
1
　
1

朋■

今
や
人
生
八
十
年
の
時
代
。
歯
は

大
切
に
大
切
に
扱
え
ば
一
生
使
え
ま

す
。
成
人
の
歯
は
二
十
八
か
ら
三
十

二
本
あ
り
ま
す
が
、
六
十
歳
、
七
十

歳
で
急
に
歯
が
な
く
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
八
十
一
歳
に
な
っ
て
も

何
と
二
十
五
本
も
歯
が
あ
る
方
が
い

ま
す
。
そ
の
方
は
、
佐
藤
伊
勢
次
郎

さ
ん
（
行
政
区
・
渋
梨
）
　
で
す
。

十
月
二
十
九
日
に
本
当
に
二
十
本

以
上
あ
る
か
小
松
歯
科
医
院
（
小
松

元
院
長
）
　
に
調
べ
て
も
ら
い
、
確
か

に
健
康
な
歯
が
二
十
五
本
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
　
「
家
系
と
言
わ
れ
て
も
父

親
も
母
親
も
歯
は
弱
か
っ
た
。
特
に
気
を

つ
け
て
い
る
こ
と
が
な
い
」
と
。

自
分
で
不
自
由
な
く
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
健
康
な
歯
が
二
十
本
は
必
要

と
の
こ
と
。

さ
て
今
、
あ
な
た
の
歯
は
何
本
残
っ
て

い
ま
す
か
。

妻
j
竜
’
調
】
一
一

＼＼㌦

－・‥＝やエーニ：、、．－；コl・・・：‾、・こぎ・∵こ

撃診隠貼罫攣智慧認

「ワッショイ／ワッショイ，／」と子どもみこし

トラはだれだ？

協
同
組
合
大
槌
末
広
町
商
店
会

長
、
三
十
二
店
舗
）
が
国
の
補
助

（
岩
崎
高
次
理
事

（
中
小
商
業
活
性

化
事
業
）
を
受
け
、
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
　
（
フ
ラ
ン
ス

語
・
再
生
、
復
活
）
大
槌
末
広
・
御
社
地
」
　
の
イ
ベ
ン

ト
の
一
つ
と
し
て
天
満
宮
ま
つ
り
が
十
月
二
十
四
二
一

十
五
日
の
二
日
間
復
活
し
ま
し
た
。

子
ど
も
み
こ
し
や
郷
土
芸
能
の
向
川
原
虎
舞
、
松
ノ

下
大
神
楽
な
ど
が
パ
レ
ー
ド
、
出
店
も
多
く
二
日
間
と

も
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

御
社
地
に
天
満
宮
が
ま
つ
ら
れ
た
の
は
江
戸
時
代
。

仏
教
者
・
菊
池
祖
時
が
明
和
元
年
（
一
七
六
四
年
）
に

よ
っ
て
造
営
。
福
岡
の
太
宰
府
天
満
宮
か
ら
正
式
に
分

霊
し
て
東
梅
社
と
し
て
ま
つ
っ
た
も
の
で
す
。

▲「確かに25本ありますね」と

ビックリの小松院長

トイー歯トープじいさん

佐藤伊勢次郎さん

第3回土坂サミットイシ・大槌

、、h－・∴　　　　－・‥・

大槌商工会青年部（小国泰明部

長）と川井商工会青年部（泉正一

部長）共済によ．る大槌・川井線の

道路改良の促進とトンネルの早期

実現に向けた官民一体となった交

流会・第3回土坂サミットが、11

月4日、吉里吉里の農村広場で行

われました。

サミットには、大槌町から黒澤

友吉町長をはじめ30人、川井村か

らは引屋敷吉仲収入役をはじめ20

人が出席し、将来の土坂峠トンネ

ルに向けて「行政や観光面など、

あらゆる面で人的交流が大切」と

いうことを確認しまし●た。

匡司　　　広報おおつち4．1Z．5



Eい；：亨‾、、学習群集；ミミ≡．・三▲至芸

11月4日、精神薄弱者厚生施設れらび学園（小林
益実園長、園生20人）主催の第8回れらび学園祭ガ
施設や園庭を使って盛大に行れれました。
園生の日頃の学習成果を、家族や地域の人たちに
披露しようと、園内には所狭しと、絵画やパ、ソテワ
ーフなどの作品ガ展示され、園庭では、農園芸科の
園生ガ栽培したシイタケや大根ガ、園では木工科の
木製パズル、手芸科の作品などガ即売されました。

ホL一－－」、⊥J　三三（」‘≡⊂＝‾‾ン　■r

ll月6日、大槌町消防団（小松松石工門団長）
消防団カラオケ大会実行委員会（佐々木重郎委員
長）主催の舞2回消防団防火カラオケ大会ガ、城山
公園体育館で開かれました。カラオケ大会は、火災
などの災害の際にしか顔を合わせることのない消防
団各団員の親睦を図るために開かれているもので、
婦人消防協力隊員を含めて19人ガ参加しました。審
査の結果五分団一部の上口恵≡さんガ優勝しました。

わしらせコーナー

調
査
員
が
農
家
を

訪
問
し
て
調
査
を

毎
年
、
一
月
一
日
現
在
の
農
業
委
員

選
挙
人
名
簿
を
調
査
す
る
た
め
、
調
査

員
が
各
地
区
の
農
家
を
訪
問
し
ま
す
の

で
、
次
の
事
項
を
満
た
し
て
い
る
人

は
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
業
経
営
者

（
耕
作
従
事
日
数
制
限
な
し
）

②
生
計
を
一
に
し
、
耕
作
の
業
務
を

営
む
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶

者
で
、
年
間
お
お
む
ね
六
十
日
以
上

耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人
（
別
居
し

て
い
て
も
生
計
を
一
に
し
て
い
る
人

ま
た
、
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
や

社
員
を
含
み
ま
す
。
）

③
平
成
五
年
一
月
一
日
現
在
、
現
に

大
槌
町
に
住
所
を
有
す
る
人

④
選
挙
権
に
つ
い
て
は
、
同
年
三
月

三
十
一
日
現
在
、
年
齢
満
二
十
歳
以

上
、
被
選
挙
権
は
選
挙
期
日
に
年
齢

満
二
十
歳
以
上
の
人

※
詳
し
く
は
、
大
槌
町
農
業
委
員
会

（
℡
4
2
－
2
1
1
1
内
線
2
6
1
）
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
金
色
有
功
章
（
献
血
回
数
5
0
回
）
】

rl

前銀小白熊
川　色槌沢谷
有
正功孝光敏
幸　男　司彦

志熊
谷
克
男

高
垣
美
保
子

松
山
昭
彦

佐
藤
盛
揮

高
橋
辰
彦

佐
々
木
幸
夫

菅
野
孝
宣

小
鎚
2
6
－
1
7
2
－
1

大
町
4
－
2

小
鎚
2
6
－
1
7
2
－
1

（
献
血
回
数
3
0
回
）
】

桜
木
町
1
1
－
10

桜
木
町
1
5
－
1
0

桜
木
町
1
5
－
3
・

上
町
1
－
6

小
鎚
2
6
－
1
7
2
－
1

小
鎚
2
6
－
1
4
8
－
8

小
鎚
2
5
－
1
2
4
－
指

桜
木
町
7
－
5

妻
　
　
責

苦
里
富
里
三
丁
目
町
内
会
　
（
な
ぎ
さ

会
・
東
谷
寛
一
会
長
）
か
ら
、
環
境
整

備
事
業
と
し
て
水
銀
灯
3
機
が
、
大
槌

町
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
吉
里
吉
里
二
丁
目
町
内
会
（
芳

賀
衛
会
長
）
か
ら
、
吉
里
吉
里
二
丁
目

町
内
会
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
水

銀
灯
2
灯
用
4
機
が
、
大
槌
町
に
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

回広報おおつち　4．12．5

青
少
年
非
行
防
止
に
関
す
る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞
に
三
人

■
臥
さ
さ
や
か
な
勇
気
に

て
・
日
赤
有
功
章
社
員
章

日
本
赤
十
字
社
か
ら
多
数
回
献
血
者

に
、
日
本
赤
十
字
社
有
功
章
と
し
て
社

員
章
、
盾
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

次
の
方
々
が
有
功
章
を
贈
ら
れ
ま
し

た
。
さ
さ
や
か
な
勇
気
に
感
謝
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

左から小笠原仁美ちゃん、駒林英哉君、佐々木智子さん

大
槌
町
青
少
年
非
行
防
止
推
進

委
兵
舎
（
会
長
・
千
葉
康
郎
教
育

長
）
主
催
の
青
少
年
の
非
行
防
止

に
関
す
る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
表

彰
式
が
、
十
一
月
十
七
日
に
御
社

地
の
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
文
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
八
十
六
編
の
応
募

が
あ
り
、
低
学
年
の
部
・
小
笠
原

仁
美
ち
ゃ
ん
　
（
小
鎚
小
学
校
二

年
）
、
中
高
学
年
の
部
・
駒
林
英

哉
君
（
赤
浜
小
学
校
五
年
）
、
中
学

校
の
部
・
佐
々
木
智
子
さ
ん
（
吉

里
吉
里
中
学
校
二
年
）
が
、
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
、
賞
状
が
送
ら
れ

ま
し
た
。
作
品
は
、
一
月
号
で
紹

介
し
ま
す
。

ヽ
1
ノ



虎Q神楽o j宛字が熟潰
10月24日、大槌町中央公民館主催の第10国郷土芸
能発表会ガ、城山公園体育館で開かれました。発表
会は、町内各地に伝承されている郷土芸能保存団体
に、発表の場を提供するとともに一人でも郷土芸能
の素晴らしさを知ってもらうために、昭和57年磨か
ら開かれています。
今回は、向川原虎舞、浪板大神楽、徳並鹿子踊り
の≡団体ガ出演しました。

お
先
凹
∩
襟
公
的
施
靴
覿
⑳
電
訂
話
穴
番
号

◆役場
◆金沢支所
◆教育委員会学務課
◆大槌小学校
◆大槌北小学校
◆安渡河、学校
◆赤浜′ト学校
◆吉里吉里小学校
◆浪板分校
◆金沢小学校
◆小鈍小学校
◆大槌中学校
◆普鼻音里中学校

42－2111

46・－2111

42－6100

42－3038

42－2700

42－3027

42－3122

44－2210

44－2101

46－2（Ⅹ）1

45－2127

42－2023

44－2310

◆教育委員会吐合教育課・
42－2鋤0

◆水道事業所
◆清掃事業所
◆火葬場
◆学校給食センター
◆中央会民館
◆安渡分館
◆赤浜分館
◆書豊吉里分館
◆長井分館
◆渋梨分館

42－2035

42【7570

42－4530

42－5（裕7

42－303P

42－355fi

42－6562

44－2221

45－2∝）1

42－2495

◆勤労者少年体育センター
42－6200

◆町営野球場　　　　42－4838
◆大ケロ多目的集会所

42－4834

◆金沢地区生活改善センター
46－2449

◆′ト銘地区多目的集会所
45－2076

◆B＆G大槌1海洋センター
プール　　　　　　　　44－31ユ7

◆B＆G大槌海洋センター
艇庫　　　　　　　42－6717
◆城山公園体育館　　42－3034

飲酒運転検挙者数・
10月1日～10月31日

10人
前月比　　　　　1人
1月からの累計　51人
≠飲んだら乗るな

乗るなら飲むな〝

国　　　広報おおつち4．12．5

・：‾・三ご・．

11月3日、童謡を歌う会（藤本留五郎会長・会員
47人）主催の策2国ふれあい童謡コンサートガ、中
央公民館大ホールで開かれました。同会と賛助出演
のコーラス大槌（20人）、吉里吉里保育園児（15人）
ガ童謡、文部省唱歌、広く親しまれている流行歌な
どを、第一部「日本昔話」と「日本の四季」、第二
部は合唱劇「小人とくつや」、第≡部は「日本の
歌」をテーマに発表しました。

わしらせコーナー

中村　★代表

県
財
務
協
会
釜
石
支
部
（
支
部
長
・

小
西
政
義
釜
石
地
方
振
興
局
長
）
主
催

の
平
成
四
年
度
納
税
功
労
者
表
彰
が
十

月
二
十
七
日
、
釜
石
市
新
町
の
釜
石
地

区
合
同
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

県
税
の
自
主
納
税
に
功
績
が
あ
っ
た

と
し
て
、
【
納
税
貯
蓄
組
合
の
部
】
で

親
交
納
税
貯
蓄
組
合
・
中
村
葦
代
表

（
行
政
区
・
吉
里
吉
里
三
）
、
【
納
税

貯
蓄
組
合
役
員
の
部
】
　
で
澤
山
秀
雄
さ

ん
　
（
行
政
区
・
桜
木
町
）
、
【
納
税
者

の
部
】
で
阿
部
晃
さ
ん
（
行
政
区
・
新

町
）
　
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

」皇■相互i

杵擁・l．伸二′畔J‖　liヾト

ノ′打細け刷l■】「モm毒こ．1帖

椙「■・プノ嘲

爬愕　‾二旺裾■：ノj弓　ご‾きい私一；j

珊描燕

′Fr瀾潮酬二　両献潮郁雄

納
税
功
労
者
表
彰

－
団
体
2
個
人
が

i畢山秀雄さん

佐々賢一さん

佐
々
賢
一
さ
ん
が

全
国
表
彰
受
賞

体
育
指
導
員
の
佐
々
賢
一
さ
ん

（
行
政
区
・
末
広
町
、
6
1
歳
）

が
、
昭
和
3
9
年
か
ら
こ
れ
ま
で
の

2
8
年
間
体
育
指
導
員
（
上
閉
伊
地

区
体
育
指
導
員
連
絡
協
議
会
副
会

長
を
1
4
年
、
県
体
育
指
導
員
協
議

会
市
町
村
代
表
幹
事
1
9
年
）
と
し

て
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振

興
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、

社
団
法
人
全
国
体
育
指
導
員
連
合

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。



平成5年度学生募集

岩手科学技術専門学校
学校法人岩手科学技術学園・岩手

科学技術専門学校では、平成5年度

の学生を募集します。

◆募集走眉＝自動車工学（25人）、

コンピュータ（70人）、水産バイ

オ（20人）

◆修業年限＝各学科とも2か年

◆入学願書受付期間＝推薦入学平成

4年10月1日～平成5年2月15日、

一般入学平成4年10月1日から平

成5年3月22日

◆入学考査＝1次・12月6日（願書

締切11月30日、2次・12月20日（願

書締切12月14日）、第3次・平成5

年1月24日（願書締切1月18日）、

第44国人権週間
地方法務局遠野支局盛岡

「世界人権宣言」は1948年（昭和

23年）12月10日に国連で採択されま

したが、これを記念し国連は12月10

日を「人権デー」と定めました。

法務省と全国人権擁護委員連合会

は、12月4日から10日までの一週間

を「人権週間」と定め、広く国民に

呼びかけます。また、盛岡地方法務

局遠野支局と遠野人権擁護委員協議

会では、「人権週間」に併せて特設

人権相談所を開設します

◆日時＝12月10日（火）午前10時～

午後3暗まで

◆場所＝吉里吉里漁村環境改善総合

センター

◆問い合わせ＝盛岡地方法務局遠野

支局（℡0198－62－2813）、または

役場町民福祉課福祉係（℡42－21

11

〔
〓
〓
〓
〓

内線143）へ

登記・手数料改定
盛岡地方法務局

法務局では、高度情報化社会に対

応し、登記事務の正確・迅速に処理

する方策として、コンピュータ処理

第4次・2月21日（願書締切2月15

日）、5次・3月28日（願書締切3月

22日）

◆入学資格＝高等学校卒業者、およ

び平成5年3月31日高等学校卒業

見込みの者。大学人学資格検定に

合格した者。

◆選考方法＝【推薦入学】学校長の

推薦。「書類審査」「適正検査」

「面接」により合否を判定する。

【一般就入学】「書類審査」「適

正検査」「作文」「面接」により

合否を判定する。

◆問い合わせ＝学校法人岩手技術学

園・岩手科学技術専門学校入試事

務局まで（〒026釜石市鈴子町35番

地℡0193－22－0151または、フリー

ダイヤル0120－032－034）へ

これに伴う登記簿の謄本抄本等の

手数料を平成5年1月1日から改定

します。

夢ガ広がる、青春／
国立宮古海員学校

国立宮古海月学校では、平成5年
度の生徒を募集します。

◆募集人員＝約40人

◆修業年限＝3か年

◆入学願書受付期間＝平成5年1月

9日から2月3日まで

◆入学試験日＝平成5年2月7日

◆筆記試験科目＝国語、数学、英語

◆受験資格＝平成5年4月1日現在

で、満15歳以上満19歳末満の者で

中学校卒業またはこれと同等以上

の者

◆選抜方法＝学力検査、調査票、身

体検査証、面⇒妾等

◆問い合わせ＝運輸省・国立宮古海

員学校（〒027宮古市磯鶏12－48－2

℡0193－62－5316　教務課）へ

財　形　教　育　融　資

雇用促進事業団
雇用促進事業団は、財形貯蓄をし

ている勤労者に親族（六親等内の血

族、配偶者、三親等内の姻族）が、

進学や在学中に必要な教育資金の融

資を行います。

◆融資対象費用＝入学金、授業料、

教科書代、下宿代等

◆融資対象教育施設＝高等学校、短

大、大学、専修大学、各種学校等

◆融資額＝財形貯蓄の5倍以内で、

進学資金（入学時）300万円、修

学資金（在学中）150万円

◆問い合わせ＝雇用促進事業団・岩

手雇用促進センター（〒020盛岡

市大通3－3－10日生ビル5階

℡0196－25－5101）へ

広報おおつち　4．1Z．5 回
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1

あ
の
人
こ
の
人
⑦

平
成
四
年
度
牛
乳
乳
製
品
利
用
コ
ン
ク
ー
ル

岩
手
鬼
大
会
優
秀
賞

佐
々
木
よ
り
子
さ
ん
（
4

2
歳
）

岩
手
県
牛
乳
普
及
協
会
主
催
の
平

成
四
年
度
牛
乳
乳
製
品
利
用
料
理
コ

ン
ク
ー
ル
岩
手
県
大
会
が
開
か
れ
、

佐
々
木
よ
り
子
さ
ん
（
行
政
区
・
栄

町
）
　
の
　
「
イ
カ
の
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス

詰
め
ポ
ッ
ポ
焼
き
」
が
優
秀
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

佐
々
木
さ
ん
は
「
世
界
一
長
寿
国

に
な
っ
た
日
本
で
す
が
、
せ
っ
か
く

長
生
き
し
て
も
、
骨
粗
し
ょ
う
症
な

ど
で
寝
た
き
り
で
は
大
変
。
骨
組
し

よ
う
症
の
最
大
の
原
因
は
カ
ル
シ
ウ
ム

の
摂
取
不
足
。
国
民
栄
養
調
査
で
も
平

均
摂
取
量
5
4
0
m
g
、
必
要
量
に
あ
と
㈹
m
g

不
足
、
平
均
で
見
る
限
り
、
一
人
一
人

が
毎
日
あ
と
わ
ず
か
コ
ッ
プ
三
分
の
一

（
6
0
讐
の
牛
乳
を
飲
む
と
カ
ル
シ
ウ
ム

不
足
を
解
消
で
き
ま
す
。
ま
た
、
豆
腐
、

小
魚
、
貝
類
、
葉
菜
類
、
乾
物
（
ひ
じ
き
、

切
り
干
し
大
根
な
ど
）
も
カ
ル
シ
ウ
ム

を
多
く
含
ん
で
い
る
も
の
で
す
。
一
と
。

良
質
の
た
ん
ば
く
質
、
ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
み
、
カ

ル
シ
ウ
ム
が
豊
富
で
吸
収
が
抜
群
に
よ

い
の
は
、
牛
乳
・
乳
製
品
と
の
こ
と
で

す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
牛
乳
・
乳

製
品
を
使
っ
た
　
「
イ
カ
の
ホ
ワ
イ
ト
ソ

ー
ス
詰
め
ポ
ッ
ポ
焼
き
」
あ
な
た
も
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

佐
々
木
さ
ん
は
、
現
在
役
場
保
健
衛

生
課
で
臨
時
の
栄
養
士
と
し
て
働
い
て

い
ま
す
。

イカのホワイトソース詰めポッポ焼き

イカのホワイトソース

活めボツポ蟻幸作り方
★材料および分量（4人分）

イ　　カ　　4はい（小さめ）

ホワイトソース

バター　　　　25g

小麦粉　　　　25g

牛　乳　　　100c．c

塩　　　　少乍
こしょう　　少々

み　　そ　　大さじ1強

パン粉　　　大さじ2

冷凍ミックスベジタブル

大さじ2

しめじ　　　100g

塩わかめ　　　4g

青しそ　　　　4枚

★作り方

①イカ4はいは、足・ワタをとりの

ぞいておく。

②しめじは、いしずきをとり、小房

にわける。

③ワカメは、塩出しをし、細かくみ

じん切り。

④鍋にバターを入れてとかし、小麦

粉を加え、木べらでいため、牛乳

を少しずつ加えよくかきまぜ、よ

くよく木べらでかきまぜながら煮

詰める。塩、こしょう、みそで味

をととのえる。あら熱をとり③の

ワカメ、さっと湯どおししたミッ

クスベジタブル、パン粉を入れ混
ぜる。

⑤①のイカに4等分したホワイトソ

ースを詰め、最後にしめじを詰

め、つまようじでとめ、オーブン

でさっとこげ日がつく位焼く。

⑥切り分け、青しそをしき、皿に盛

りつける。

今
日
の
俳
句

－
大
槌
俳
句
会
－

つ
る
も
ど
き

活
け
せ
瓶
に

あ

る

ね

く

み
佐
々
木
り
よ

陽
の
中
に
ぴ
し
っ
と
弾
け
る

ま
ゆ
み
の
東

三
田
地
節
子

行
く
人
の
振
り
返
り
見
る

柿
の
れ
ん
岩
間
修
一
郎

お

知

ら

せ

平
成
五
年
四
月
号
か
ら
表
紙
の
写

真
を
「
わ
が
家
の
か
わ
い
い
ペ
ッ
ト

た
ち
」
を
テ
ー
マ
に
掲
載
し
美
い
と

企
画
し
て
い
ま
す
。

家
庭
で
か
わ
い
が
っ
て
い
る
ペ
ッ

ト
の
写
真
と
氏
名
・
年
齢
・
住
所
・

電
話
番
号
・
ペ
ッ
ト
の
愛
称
な
ど
記

載
の
紙
を
同
封
の
う
、
え
、
役
場
企
画

商
工
課
（
〒
0
2
8
－
1
1
町
内
新
町
一
－

一
）
　
「
わ
が
家
の
か
わ
い
い
ペ
ッ
ト

係
」
ま
で
、
お
寄
せ
下
さ
い
。

広報おおつち　4．1乙5匡司



隈離岸一里か戸肇脛轡

■母子保健・成人保健

期　 日 内　　　　 容 時　　 間 会　　 場 対　　　　　 象

12／ 7 （月 ） 健 康 な ん で も相 談 10 ：0 0 社 会 福 祉 活 動 どな た で も ご気 軽 に

－ 15 ：0 0 セ ン タ ー 相 談 く だ さ い 。

12 ．／ノIl（金 ） 3 歳 児 健 康 診 断 13 ：0 0 ” 中 央 公 民 館 平 成 元 年 7 月 生 ま れ

12／ 14（月 ） 乳 児 相 芦
9 ：30 －

技 能 訓 練 所
（役 場 憂 ）

平 成 4 年 8 月 生 まれ

】3 ：30 ～ 平 成 4 年 5 月 生 ま れ

12／ 2 1（月 ） l 歳 児 相 談

9 ：30 －
技 能 訓 練 所
（役 場 裏 ）

平 成 3 年 12 月生 ま れ

13 ：3 0” 全 乳 児

l／ 5 （火 ） 健 康 な ん で も相 談 10 ：0 0 社 会 福 祉 活 動 ど な た で も ご気 軽 に

－ 15 ：0 0 セ ン タ ー 相 談 く だ さ い 。

l／ 8 （金 ）

母 親 教 室 10 ：0 0

－ l－2 ：00

技 能 訓 練 所
（役 場 事 ） 初 妊 婦

3 歳 児 健 康 診 断 13 ：0 0 ” 中 央 公 民 館 平 成 元 年 8 月 生 ま れ

l／ ll（月 ） 乳 児 植 談

9 ：30 ”
技 能 訓 練 所
（役 場 稟 ）

平 成 4 年 9 月 生 ま れ

13 ：3 0 ～ 平 成 4 年 6 月 生 ま れ

嬬母子保健・成人保健についての問い合わせはく役場保健衛生課保健婦室（℡
42－2111内線175・176）まで。

10
月
21
～
1
1
月
2
0
日
（
敬
称
略
）

お
健
や
か
に
　
／
Å
ブ
ー
ム

（
出
生
〉
保
護
者
右
政
区

／一－　　　　－・、　　　′一一　　　　　＼

佐笹上越
々

木谷野　田

好　　明　英

美学子知

（
吉
里
吉
里
三
）

（
釜
石
市
）

（
吉
里
吉
里
一
）

（
釜
石
市
）

佐　松　阿　′ト　谷　越
ノマ

荻東小岩東黒

沢　国　梅　閉　園　谷　野　木　浦　部　林　き葦：田

佐
々
木

松
　
村

阿
　
部

佐
久
間

…慧忘慧≡套健諾慧慧慧認慧
（
茂
、
末
広
町
）

（
達
也
、
栄
町
）

（
勉
、
沢
山
）

（
重
光
、
赤
浜
三

（
清
光
、
沢
山
）

（
修
、
長
井
）

（
光
二
、
望
洋
ケ
丘
）

（
二
三
弘
、
白
沢
）

（
真
輔
、
花
輪
田
）

（
伸
二
、
安
渡
三
）

〈
正
之
、
大
ケ
ロ
）

（
利
久
、
安
渡
三
）

（
操
、
吉
里
吉
里
四
）

（
順
一
、
新
港
町
）

（
広
明
、
吉
里
吉
里
三

（
一
二
三
、
臼
沢
）

（
智
幸
、
安
渡
三
）

（
博
義
、
新
港
町
）

（
剛
、
末
広
町
）

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す
領
一

（
死
亡
）
行
政
区
世
帯
主

佐
　
澤
　
ソ
　
メ
（
七
二
）
新
港
町
（
久
治
）

佐
々
木
　
令
　
子
（
三
八
）
新
港
町
（
輝
信
）

裳
　
岩
　
ア
キ
ミ
（
八
五
）
安
渡
三
（
皐
一
）

佐
々
木
　
四
　
郎
（
六
人
）
桜
木
町
（
ア
イ
子
）

白
　
澤
　
コ
ヨ
シ
（
八
九
）
白
沢
（
康
久
）

藤
　
原
　
タ
　
ケ
（
八
田
）
桂
戸
（
健
吉
）

臼
　
沢
　
千
太
郎
（
八
六
）
末
広
町
（
正
人
）

小
　
石
　
健
　
吉
（
六
五
）
安
渡
三
（
正
吉
）

岩
　
間
　
マ
ユ
（
八
六
）
安
渡
二
（
佑
介
）

佐
　
藤
　
政
　
男
（
七
已
吉
里
吉
里
三
（
本
人
）

阿
　
部
　
ミ
　
ヱ
（
七
三
）
安
渡
三
妄
三
郎
）

上
　
山
　
丑
　
書
（
九
≡
量
富
里
二
（
春
至

柏
　
崎
　
ノ
　
リ
（
六
l
）
安
渡
二
（
康
治
）

脅
　
藤
　
勝
　
郎
（
六
〇
）
大
ケ
ロ
（
昭
四
郎
）

菊
　
池
　
ジ
ャ
ウ
（
七
五
）
沢
山
（
秋
義
）

畠
　
山
　
昔
　
彦
（
五
l
l
）
新
町
（
美
紀
子
）

表
紙
の
紹
介

大
槌
弓
道
会
主
催
（
山
田
雅
保
会

長
）
　
の
第
十
一
回
大
槌
町
民
弓
道
大
会

が
、
十
一
月
三
日
文
化
の
日
に
寺
野
・

町
営
弓
道
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

三
十
六
輿
ン
の
的
を
二
十
八
㍍
離
れ
た

場
所
か
ら
射
る
の
は
、
大
槌
高
等
学
校

二
年
・
佐
々
木
恵
子
さ
ん
で
す
。
競
技

は
、
八
本
の
矢
を
四
本
づ
つ
二
回
射
て
、

的
に
当
た
っ
た
本
数
で
勝
負
を
決
め
ま

す
。
美
し
い
動
作
・
姿
勢
・
作
法
が
的

中
を
う
む
と
の
こ
と
で
す
。

巨司広報おおつち　4．12．5

お
い
わ
い

お
し
あ
わ
せ
を
斬
り
よ
す

（
結
婚
）
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日　旦菊里　里小倉細

影尾池舘　舘固本　田

亮　　　洋　純康小恒
百

子彦合美

（
吉
里
吉
里
四
）

（
士
口
里
吉
里
四
）

（
安
渡
三
）

（
沢
山
）

之
　
（
安
渡
三
）

文
　
（
釜
石
市
）

純
　
（
赤
浜
二
）

子
　
（
栄
町
）

ll llllll lll lllllllll llllllll llllllll　川Illll llllll llll

町の人口と世帯10月未現在
出　生　　　22人

死　亡　　　17人

手五　入　　　58人

転　出　　　38人

男　　　　9，413人

女　　10，191人

計　　19，604（前月比＋25人）

世帯数　　5，9引世帯
I ll llllll11111111111111111　111111111　1111111Ll lllllllll

編
集
後
記

十
月
三
十
一
日
か
ら
四
日
間
、
城
山

公
園
体
育
館
で
開
か
れ
た
、
大
槌
町

民
文
化
祭
に
、
会
場
の
す
み
を
借
り
て
、

取
材
で
撮
影
し
た
写
真
を
展
示
し
、
希

望
す
る
町
民
の
方
々
に
無
料
で
提
供
し

ま
し
た
。
文
化
祭
に
私
の
下
手
な
写
真

を
展
示
し
ま
し
た
が
、
喜
ん
で
い
た
だ

き
ほ
ん
と
う
に
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
私
が
撮
影
し
た
写
真
で
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
の
広
報
で
撮
影
し
た
貴

重
な
写
真
が
多
数
あ
り
ま
す
か
ら
、
何

か
の
機
会
に
町
民
の
方
々
に
ご
覧
い
た

だ
け
る
機
会
を
と
考
え
て
い
ま
す
。

○


